
  

井尻公民館だより               （2026 年１月１日発行） 

<令和８年 １月号〉                      （第２６２号） 

＜連絡先・問い合わせ先＞              館長 古屋 宗克 （ ） 

                                                                主事 水上 由人 （ ）  

                             

    

絵手紙愛好会 関口和代 

1 月の歳時記…１日元旦・２日初夢 書初め・５日小寒・７日吉健児 七草・11 日鏡開き 

12 日成人の日・14 日どんど焼き・17 日冬土用入り 
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子どもたちの頑張りに感動! 

 秋空の下気持ち良い汗を流し大成功でした。 

「井尻小学校マラソン大会」と「みいづ保育園ちびっこふれあい運動会」の行事が 

無事終了しました。子供たちの成長に感動しました。近年温暖化の影響が考えられ 

る中この時期の学校行事は子供たちの健康上からも教育活動に良いと思いました。 

１１月１５日（土）井尻小学校 マラソン大会の様子☟ 

 

11 月 20 日にみいづ保育園 「第５１回ちびっこふれあい運動会」の様子  

秋空に恵まれ元気に素晴らしい演技を披露しました。☟紺碧の空に太鼓の音が響く 

  



  

甲 州 市 童 謡 フ ェ ス テ ィ バ ル               
井尻公民館では、童謡を歌う会の皆さんを広く募集します。  

「どこかで春が」「手のひらを太陽に」の２曲を練習します。 

歌うことにより元気になる健康にも良い選曲です。「手のひらを太陽に」は

NHK 朝ドラのあんぱんの主人公「やなせたかし」さんの作詞でもしられて

いますね。 

練習日令和 8 年１月 24 日（土）  午後７時～ 

       令和 8 年１月 31 日（土）  午後７時～ 

       令和 8 年２月 7 日（土）  午後７時～ 
令和８年２月１4 日（土）各公民館ごと披露があります。 

懐かしくほっこりする童謡は心も温かくなります。自信がなくても大丈夫 

皆さんも同じですから、初心者、年齢や男性・女性は問いません。   

(練習会場は暖房中)  

                              問い合わせ先   公民館担当 古屋か水上まで 

1 月の予定  空いている所は入れます予約は事前連絡をお願いします 

 

 



文
化
コ
□
ナ
□  

川 
柳 
︵
甲
州
市
川
柳
え
が
お
の
会
︶  

迷
い
道
人
の
情
け
の
あ
り
が
た
や     

︵
田
辺
た
み
子
︶ 

良
き
運
か
君
と
歩
ん
だ
こ
の
道
は     

︵
古
屋
典
子
︶ 

楽
し
も
う
我
が
ゆ
く
道
は
綱
渡
り     

︵
雨
宮
江
身
子
︶ 

満
月
が
右
に
左
に
峠
道             

︵
石
垣
ま
さ
子
︶ 

気
が
つ
け
ば
い
つ
か
来
た
道
歩
か
さ
れ 

︵
佐
藤
浩
美
︶ 

日
中
の
交
流
の
道
大
切
に           
︵
関
口
正
次
︶ 

道
を
そ
れ
男
は
大
人
の
顔
に
な
る     
︵
飯
島
武
志
︶ 

 

短 

歌 
 

葡
萄
園
葉
は
黄
色
に
変
化
し
て 

す
ぐ
に
木
乱
ら
し
枯
葉
の
競
い    

音
た
て
て
枯
葉
は
風
に
吹
か
れ
て
は   

街
路
無
尽
に
競
い
始
め
る    

︵
久
保 

晃
︶ 

軒
先
に
渋
柿
並
ぶ
柿
産
地 

寒
風
あ
り
て
仕
上
り
近
し 

バ
ス
旅
で
都
内
見
物
高
層
の 

ビ
ル
立
ち
並
び
刺
激
も
多
し   

︵
古
屋
和
子
︶ 

  

 

 

 

俳 

句 

戯
れ
し
田
ん
ぼ
の
小
径
な
ず
な
咲
く      

︵
飯
島
武
志
︶ 

わ
が
声
に
母
の
響
き
や
な
ず
な
摘
む      

︵
飯
島 

和
子
︶ 

福
引
に
箪
笥
下
駄
箱
な
き
世
か
な        

︵
増
田 

英
仁
︶                      

な
ず
な
咲
き
死
せ
る
細
胞
よ
み
が
え
る    

︵
小
林 

昻
平
︶ 

新
梢
の
畑
の
赤
さ
や
薺
打
つ            

︵
鶴
田 

光
子
︶   

七
草
を
打
て
ば
厨
に
野
の
息
吹          

︵
三
椚   

淳
︶   

 
 

 




